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二
〇
一
八
年
九
月
に
札
幌
の
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
一
時
的

に
離
れ
、
フ
ラ
ン
ス
で
在
外
研
究
を
始
め
て
か
ら
も
う
一

年
半
が
経
と
う
と
し
て
い
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
思
い
起
こ
せ
ば
二
〇
一
八
年
十
一
月

十
七
日
か
ら
、
燃
料
税
引
き
上
げ
、
さ
ら
に
は
中
央
・
地

方
の
格
差
拡
大
に
反
対
す
る
「
黄
色
い
ベ
ス
ト
」
運
動
が

行
わ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
二
〇
一
九
年
十
二
月
五
日
か
ら

は
、
政
府
の
年
金
制
度
改
革
へ
の
反
対
運
動
が
全
国
的
に

行
わ
れ
て
お
り
、
鉄
道
に
関
し
て
は
約
一
カ
月
半
経
っ
た

今
で
も
一
部
の
路
線
で
ス
ト
が
続
い
て
い
る
。

　

驚
く
べ
き
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
ス
ト
に
よ
り
不
便
を

強
い
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
フ
ラ
ン
ス
国
民
の
約
六
割
が

こ
の
ス
ト
を
正
当
な
も
の
と
思
っ
て
い
る
、
と
い
う
調
査

結
果
も
あ
る
こ
と
だ
（
二
〇
二
〇
年
一
月
三
日
付
・
フ
ィ

ガ
ロ
紙
・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

フ
ラ
ン
ス
の
一
部
地
域
に
は
、
ス
ト
の
影
響
で
し
ば
ら
く

閉
鎖
に
な
っ
て
い
る
キ
ャ
ン
パ
ス
も
あ
る
と
い
う
。

１　

年
金
の
改
革　
「
共
通
ポ
イ
ン
ト
制
」
へ

　

昨
年
末
か
ら
の
争
点
の
う
ち
、
年
金
制
度
改
革
に
つ
い

て
は
、
政
府
案
に
対
し
て
方
々
で
反
対
の
声
が
挙
が
り
、

フ
ラ
ン
ス
内
政
を
担
当
す
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
首
相
が
対
応
を

迫
ら
れ
て
い
る
。

　

現
時
点
で
の
政
府
案
は
、
①
現
在
四
十
二
あ
る
強
制
・

任
意
加
入
年
金
の
制
度
を
、「
共
通
ポ
イ
ン
ト
制
」
に
よ

る
新
し
い
仕
組
み
に
一
本
化
す
る
、
②
そ
の
仕
組
み
の
下

で
は
、
公
務
員
を
含
め
す
べ
て
の
被
保
険
者
が
、
労
働
時

間
に
基
づ
き
分
担
金
を
「
全
国
共
通
年
金
基
金
」
に
拠
出

す
る
、
③
そ
の
拠
出
額
は
ポ
イ
ン
ト
に
変
換
さ
れ
、
そ
の

累
積
ポ
イ
ン
ト
に
「
係
数
」
を
掛
け
た
額
の
年
金
を
被
保

険
者
は
受
け
取
る
、
と
い
う
も
の
だ
。

　

二
〇
二
二
年
に
導
入
さ
れ
る
予
定
の
こ
の
新
制
度
に
は
、

二
〇
〇
四
年
生
ま
れ
の
労
働
者
か
ら
分
担
金
を
拠
出
し
て

参
加
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
影
響
は
一
九
七
五
年
以
降
生

ま
れ
の
労
働
者
に
も
及
ぶ
こ
と
に
な
る
（
た
だ
し
、
公
務

員
等
に
一
部
例
外
あ
り
）
と
さ
れ
て
い
る
。

　

政
府
は
、
こ
の
「
共
通
ポ
イ
ン
ト
制
」
に
よ
り
年
金
受

給
額
の
概
算
が
簡
単
に
な
る
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
を
強
調

す
る
が
、
現
時
点
で
政
府
か
ら
は
年
金
受
給
の
典
型
例
が

示
さ
れ
る
の
み
で
、具
体
的
な
「
係
数
」
や
計
算
式
と
い
っ

た
内
容
は
い
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
新
制

度
で
は
、
公
務
員
が
「
損
を
す
る
」
と
も
見
込
ま
れ
て
い

る
（
二
〇
二
〇
年
一
月
二
四
日
付
・
フ
ラ
ン
ス
ア
ン
フ
ォ
・

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）。

２　

高
等
教
育
・
研
究
の
改
革
（
１
）

　

政
府
が
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
諸
改
革
に
は
大
学
に
関

係
す
る
も
の
も
あ
る
。

　

そ
れ
は
、欧
州
連
合
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略（H

orizon 
Europe

）
を
受
け
た
も
の
で
、
フ
ラ
ン
ス
で
大
学
行
政

を
所
管
す
る
高
等
教
育
・
研
究
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
省

（M
inistère de l’E

nseignem
ent supérieur, de la 

R
echerche et de l’Innovation

）
が
、
そ
の
名
の
通

り
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
の
た
め
に
、
高
等
教
育
・
研
究

へ
様
々
な
政
策
資
源
を
投
入
す
る
と
い
う
も
の
だ
。
た
だ

し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
政
府
の
ポ
ー
ズ
で
、
現
場
に
か
な

り
厳
し
い
改
革
を
強
い
て
い
る
と
評
す
る
人
も
い
る
。

　

ち
な
み
に
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
省
庁
組
織
が
日
本
よ
り
流

動
的
と
言
っ
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
で
も
日
本

と
同
じ
く
省
庁
の
局
や
課
の
独
立
性
が
高
い
が
、
フ
ラ
ン

ス
で
は
新
内
閣
が
そ
の
発
足
時
に
大
臣
以
下
の
構
成
員
の

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
諸
改
革
と
社
会 

年
金
制
度
、
高
等
教
育
・
研
究
の
い
ま
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所
管
分
野
を
決
め
、
各
大
臣
・
政
務
長
官
の
下
に
い
わ
ば

人
物
本
位
で
割
り
振
る
行
政
組
織
が
省
庁
の
単
位
と
な
る
。

そ
れ
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
省
庁
組
織
が
内
閣
の
方
針

や
行
政
需
要
に
応
じ
て
弾
力
的
か
つ
柔
軟
に
変
化
す
る
の

だ（
大
山
礼
子 
（
二
〇
一
三
）『
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
制
度〔
改

訂
版
〕』
東
信
堂
、
七
三
頁
）。
高
等
教
育
や
研
究
が
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
現
在
の
省
庁
組
織
は
、

あ
る
意
味
で
、
日
本
の
文
部
科
学
省
と
近
い
。

　

大
学
関
連
改
革
の
一
つ
に
、
大
学
教
員
の
身
分
問
題
が
あ

る
。
公
務
員
で
あ
る
国
立
大
学
教
員
の
う
ち
、
日
本
の
准
教

授
や
講
師
に
相
当
す
るm

aître de conférences

を
、
国

や
大
学
と
の
有
期
契
約
に
よ
っ
て
雇
用
す
る
仕
組
み
に
変

え
よ
う
と
い
う
も
の
だ
（
教
授
に
相
当
す
るprofesseurs 

de université

は
無
期
契
約
公
務
員
の
ま
ま
）。
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
若
手
研
究
者
の
間
に
業
績
に
よ
る
「
競
争
原

理
」
を
入
れ
て
、
流
動
性
を
高
め
る
と
い
う
側
面
が
強
調

さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
研
究
の
世
界
に
も
あ
る
程
度
の

競
争
や
緊
張
感
が
必
要
だ
が
、
学
位
取
得
後
も
か
な
り
の

長
期
間
、
若
手
研
究
者
を
不
安
定
な
地
位
に
置
く
と
い
う

こ
と
は
、
研
究
者
を
目
指
す
学
生
の
夢
を
挫
き
、
ま
た
、

若
手
研
究
者
が
（
と
き
に
失
敗
も
し
な
が
ら
）
特
定
の
研
究

に
じ
っ
く
り
取
り
組
む
こ
と
を
難
し
く
す
る
恐
れ
も
あ
る
。

３　

高
等
教
育
・
研
究
の
改
革
（
２
）

　

さ
ら
に
政
府
は
、新
し
い
法
律（la loi de program

m
ation 

pluriannuelle de la recherche

）
の
制
定
に
向
け
、
二
〇

一
九
年
二
月
に
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
て
、

同
年
五
月
か
ら
は
ウ
ェ
ブ
を
通
じ
て
広
く
国
民
か
ら
意
見

を
募
集
し
て
い
る
。
今
年
二
月
ま
で
に
同
法
案
を
確
定
し

て
議
会
に
提
出
し
、
さ
ら
に
議
論
を
し
た
上
で
来
年
中
に

施
行
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

同
法
は
、
①
研
究
室
や
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
資
金
を
調
達
す
る
能
力
を
高
め
る
こ
と
、
②

科
学
者
や
研
究
者
と
い
う
職
業
や
キ
ャ
リ
ア
を
よ
り
魅
力

的
な
も
の
に
す
る
こ
と
、
③
官
民
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

に
よ
る
研
究
開
発
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
版
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
こ
と
、
を
目
的
と
す
る
。

　

そ
の
た
め
に
、
Ａ　

科
学
研
究
に
は
そ
も
そ
も
時
間

が
か
か
る
（
単
年
度
で
効
果
が
出
る
と
は
限
ら
な
い
）

と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
た
政
策
に
よ
り
、
研
究
室
が
将

来
見
通
し
を
立
て
や
す
く
す
る
、
Ｂ　

研
究
に
対
す
る
公

共
投
資
の
効
果
を
増
大
す
る
改
革
の
た
め
、
一
貫
し
た
持

続
可
能
な
枠
組
み
を
提
供
す
る
、
Ｃ　

二
〇
二
一
年
に
施

行
さ
れ
る
欧
州
連
合
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

（H
orizon Europe

）
と
連
動
す
る
枠
組
み
を
整
備
す
る
、

Ｄ　

基
礎
研
究
も
含
め
、
国
民
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た
め

の
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
指
定
し
推
進
す
る
、
と
い
う
内
容

だ
（
高
等
教
育
・
研
究
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
省
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
参
照
）。

　

具
体
的
な
内
容
は
こ
れ
か
ら
だ
が
、
と
り
わ
け
人
文
社

会
科
学
研
究
の
現
場
で
は
、
政
府
機
関
が
こ
の
新
法
に

よ
っ
て
直
接
・
間
接
に
研
究
・
教
育
へ
の
介
入
・
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
強
化
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
訝
る
声
が
一
部

で
挙
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

大
学
を
め
ぐ
る
問
題
状
況
の
類
似
性

　

私
の
直
感
で
は
、
特
に
大
学
関
連
で
、
フ
ラ
ン
ス
と
日

本
と
は
問
題
状
況
が
か
な
り
似
て
い
る
。
例
え
ば
、
ポ
ス

ド
ク
問
題
や
若
手
研
究
者
の
雇
止
め
問
題
の
一
方
で
、
文

部
科
学
省
が
二
〇
一
九
年
六
月
に
公
表
し
た
『
国
立
大
学

改
革
方
針
』
に
は
「
国
際
共
同
研
究
の
加
速
に
よ
る
学
生

及
び
研
究
者
の
流
動
性
の
向
上
」
と
あ
る
。
ま
た
、
同
方

針
で
は
「
各
大
学
が
実
施
す
る
様
々
な
取
組
を
実
現
す
る

た
め
の
戦
略
的
な
資
源
配
分
」
を
謳
い
つ
つ
、「
運
営
費

交
付
金
算
定
に
お
け
る
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
の
開
発
と
活
用
」

や
「
実
効
性
あ
る
国
立
大
学
法
人
評
価
の
実
現
」
と
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
状
況
に
な
ぞ
ら
え
る
な
ら
ば
、
遠
く
な
い

将
来
の
大
学
へ
の
介
入
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
強
化
と
そ
れ
に

伴
う
大
学
人
の
疲
弊
が
懸
念
さ
れ
る
。
改
革
に
当
た
っ
て

は
、
こ
れ
ま
で
長
い
年
月
を
か
け
て
各
大
学
が
育
ん
で
き

た
自
由
闊
達
な
教
育
・
研
究
活
動
な
ど
、
大
き
な
影
響
を

受
け
る
で
あ
ろ
う
事
柄
も
十
分
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

　

折
し
も
日
本
で
内
閣
主
導
に
よ
り
総
合
的
・
基
本
的
な

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
の
企
画
立
案
と
総
合

調
整
を
行
う
「
総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
」

（
二
〇
二
〇
年
一
月
二
三
日
）
に
お
い
て
、
議
長
を
務
め

る
総
理
か
ら
、
①
若
手
研
究
者
に
対
す
る
支
援
を
大
幅
に

拡
充
す
る
、
②
気
候
変
動
や
超
高
齢
化
な
ど
の
課
題
の
解

決
に
向
け
た
野
心
的
な
研
究
開
発
を
力
強
く
推
進
す
る
、

③
国
際
標
準
に
照
ら
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
規

制
・
制
度
を
よ
り
柔
軟
な
も
の
へ
改
革
す
る
、
と
の
発
言

が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
が
現
場
の
切
実
な
要
望
に
応
え
る
も
の
で
あ
る

こ
と
は
確
か
だ
が
、
大
学
、
ひ
い
て
は
社
会
の
将
来
の
た

め
に
解
決
し
て
い
く
べ
き
問
題
の
本
質
が
一
体
ど
う
い
っ

た
と
こ
ろ
に
あ
る
の
か
、
当
事
者
と
し
て
は
、
フ
ラ
ン
ス

の
状
況
も
踏
ま
え
つ
つ
丁
寧
に
考
え
、
社
会
と
一
緒
に
議

論
を
し
て
い
き
た
い
。

＜

む
ら
か
み　

ゆ
う
い
ち＞

（
お
こ
と
わ
り
）
私
は
、
本
稿
を
二
〇
二
〇
年
一
月
下
旬
に

執
筆
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
も
三
月
中
旬
頃
以
降
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
急
速
に
拡
大
し
、
三
月
下
旬
現
在
、

厳
格
な
外
出
制
限
な
ど
に
よ
っ
て
社
会
の
雰
囲
気
は
か
な
り

変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
（
そ
う
し
た
中
で
フ
ラ
ン
ス
政
府

は
、
例
え
ば
年
金
制
度
改
革
へ
の
取
り
組
み
を
延
期
す
る
と

し
て
い
る
）
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
ま
た
別
の
機
会
に
ど
こ
か

で
ご
報
告
す
る
と
し
て
、
本
稿
は
も
と
も
と
の
形
で
ご
覧
い

た
だ
く
こ
と
を
、
ど
う
か
ご
了
承
く
だ
さ
い
。


